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    2009 年 1 月 27 日 

 各   位  
東京都渋谷区恵比寿 4丁目 20番 3 号 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾄﾞﾊﾞﾀｲｼﾞﾝｸﾞ･ｺﾝｿｰｼｱﾑ株式会社 

代表取締役社長 矢嶋 弘毅 

（コード番号 4281） 

問い合わせ先 戦略統括本部 IR 担当 

 

 

 

2008 年 11 月期業績見込と前年同期実績との差異に関するお知らせ 

 

2008年11月期（2007年12月1日～2008年11月30日）における当社の業績について、前年同期実

績と比較して重要な差異が生じる見込みとなりましたので、その概要について下記のとおりお知らせ

いたします。 

 

記 

 

１．2008 年 11 月期業績見込（連結）と前年同期実績（連結）との差異 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前年同期実績（A） 

（2007 年 11 月期） 
38,688 1,303 1,328 583 1,195 35 

当期業績見込（B） 

（2008 年 11 月期） 
45,826 1,406 1,346 843 1,750 25 

増減額（B－A） 7,137 102 18 259 554 90 

増減率 18.4 7.9 1.4 44.5 46.4 

 

２．2008 年１１月期業績見込（個別）と前年同期実績（個別）との差異 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前年同期実績（A） 

（2007 年 11 月期） 
36,090 1,451 1,476 △750 △1,537 42 

当期業績見込（B） 

（2008 年 11 月期） 
41,907 1,446 1,454 844 1,752 39 

増減額（B－A） 5,817 △5 △22 1,594 3,289 81 

増減率 16.1 △0.4 △1.6 - - 

 

円 銭 

円 銭 
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３．差異が生じた理由 

売上高につきましては、インターネット広告市場の堅実な成長を背景に取扱案件を拡大し、連

結で 7,137 百万円（増減率 18.4％）、個別で 5,817 百万円(同 16.1％)、前年同期を上回る見込み

です。 

当期純利益につきましては、前年同期に特別損失として計上したのれん償却額（個別において

は子会社株式評価損）の影響により、前年同期に比べて連結で259百万円の増加（増減率44.5%）、

個別で1,594百万円の増加となる見込みです。これにより、1株当たりの当期純利益につきましても、

連結で 554 円 90銭、個別で 3,289 円 81 銭、それぞれ増加する見込みです。 

 

 

以  上 


